
































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































図1龍 野 城 下 図(寛 政10年 頃)
容
し
て
四
地
域
に
減
少
し
て
い
る
。
そ
の
四
地
域
は
、
ω
鳥
ケ
撓
・
広
小
路
・
大
手
・
大
慈
庵
辺
り
、
②
北
龍
野
村
周
辺
、
③
樋
山
村
・
山
下
辺
り
、
㈲
十
文
字
川
(土
知
川
)
の
下
流
域
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
地
域
の
全
体
的
配
置
を
見
る
と
、
城
郭
の
両
側
及
び
城
下
の
入
口
付
近
に
位
置
し
て
お
り
、
中
央
部
は
上
級
武
士
、
入
ロ
付
近
に
は
足
軽
組
、
鉄
砲
組
な
ど
の
下
級
武
士
が
主
と
し
て
居
住
し
て
い
た
。
一
般
の
侍
屋
敷
の
面
積
は
、
百
坪
程
度
の
も
の
か
ら
五
百
坪
程
度
の
も
の
ま
で
様
々
で
、
城
下
の
入
口
付
近
で
は
下
級
武
士
の
長
屋
が
多
く
あ
っ
た
。
そ
の
他
大
手
門
西
側
に
は
敬
楽
館
と
称
さ
れ
る
学
館
が
、
城
下
の
場
末
に
は
的
場
や
馬
場
、
弓
・
鉄
砲
の
稽
古
場
な
ど
が
あ
っ
た
。
一
部
を
除
く
侍
屋
敷
と
町
屋
地
域
と
は
、
川
や
溝
に
よ
っ
て
整
然
と
区
画
さ
れ
、
町
屋
と
接
す
る
所
に
は
門
が
設
け
ら
れ
た
。
そ
の
最
も
中
心
と
な
っ
た
の
が
城
の
正
面
に
あ
っ
た
大
手
門
で
、
そ
の
西
に
は
大
手
裏
門
、
魚
屋
ロ
門
が
あ
り
、
城
東
に
は
裏
川
筋
へ
抜
け
る
東
門
、
脇
坂
玄
蕃
邸
南
東
に
土
知
川
口
門
が
あ
っ
た
。
そ
れ
ら
の
門
の
傍
ら
に
は
番
所
が
置
か
れ
、
出
入
り
に
厳
重
な
注
意
が
払
わ
れ
た
。
こ
う
い
う
点
で
は
、
当
時
の
社
会
背
景
に
あ
る
身
分
制
秩
序
が
貫
徹
さ
れ
て
い
た
と
言
え
よ
う
。
城
下
内
で
の
身
分
制
秩
序
を
反
映
す
る
門
と
同
時
に
、
城
下
の
出
入
ロ
付
近
に
も
門
が
設
置
さ
れ
た
。
こ
れ
は
、
城
下
と
農
村
を
区
別
す
る
た
め
で
も
あ
り
、
城
下
の
防
禦
線
で
も
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
木
戸
(門
)
は
、
上
川
原
町
、
太
田
町
・
九
艘
町
・
今
宿
の
そ
れ
ぞ
れ
河
岸
、
下
町
か
ら
日
山
へ
出
る
辺
り
、
川
原
町
筋
南
端
に
置
か
れ
た
。
侍
屋
敷
は
、
軍
事
的
役
割
も
果
た
し
た
。
城
郭
を
中
心
に
周
囲
を
取
り
巻
く
様
な
形
で
位
置
し
た
。
近
世
に
な
っ
て
城
郭
部
も
戦
闘
的
色
彩
は
薄
れ
た
が
、
城
下
町
全
体
に
は
、
政
治
・
経
済
都
市
で
あ
る
と
と
も
に
、
軍
事
的
都
市
と
い
う
性
格
も
兼
備
し
て
い
た
た
め
、
少
な
か
ら
ず
町
全
体
に
軍
事
的
配
慮
が
施
さ
れ
た
の
は
当
然
で
あ
ろ
う
。
次
に
、
寺
社
の
配
置
を
見
て
み
よ
う
。
城
下
の
形
成
に
際
し
て
、
領
主
が
領
国
内
の
寺
院
を
城
下
に
移
し
た
り
、
新
設
し
た
り
す
る
例
は
一
般
的
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
大
き
な
建
造
物
と
広
い
境
内
が
も
つ
軍
事
的
色
彩
を
活
用
す
る
た
め
で
も
あ
っ
た
。
龍
野
の
場
合
で
龍
野
城
下
の
構
造
と
揖
保
川
舟
運
一
四
一
佛
数
大
學
大
學
院
研
究
紀
要
第
十
二
號
表
1
龍
野
城
下
に
お
け
る
寺
院
一
覧
一
四
二
寺
院
名
宝
撞
寺
如
来
寺
普
音
寺
常
照
寺
本
行
寺
円
光
寺
光
善
寺
法
雲
寺
円
覚
寺
龍
宝
寺
源
徳
寺
善
龍
寺
(修
験
道
)
持
福
院
秀
宝
院
宗
派
真
言
宗
浄
土
宗
浄
土
宗
法
華
宗
法
華
宗
浄
土
真
宗
浄
土
真
宗
浄
土
真
宗
浄
土
真
宗
浄
土
真
宗
浄
土
真
宗
浄
土
真
宗
本
末
関
係
紀
州
高
野
山
末
蘿
飜
贊
龍
野
如
来
寺
末
京
都
妙
顕
寺
末
　
ま
ヤ
綜
京
都
本
隆
寺
末
鋸
津鬆
冒ヨ
弩゚
ー
鵜
』脚京
都
東
本
願
寺
掛
所
京
都
西
本
願
寺
末
播
州
姫
路
本
徳
寺
宋
播
州
亀
山
本
徳
寺
末
播
州
赤
穂
万
福
寺
末
播
州
亀
山
本
徳
寺
末
播
州
姫
路
本
徳
寺
末
山
州
醍
醐
三
宝
院
末
派
山
州
醍
醐
三
宝
院
末
派
開
創
年
代
(簾
+
二
)
天
文
二
年
天
文
元
年
天
正
元
年
享
禄
元
年
天
正
六
年
永
正
三
年
永
正
十
四
年
文
禄
元
年
(永
イ
)
元
禄
二
年
大
永
元
年
慶
長
十
八
年
開
基
(賢
イ
)
堅
正
上
人
等
正
権
大
僧
都
大
法
院
(日
イ
)
要
法
院
同
順
祐
恵
順
念
妙
本
権
大
僧
都
浄
念
誓
乗
円
可
玄
智
寛
政
一
〇
年
頃
の
所
在
地
門横福福横紺下桶下桶下
ノノノ屋タ屋タ屋タ
外町神神町町町町町町町
上
川
原
町
川
原
町
下
町
図
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備
考
(讖
舐
(懿
紙
⑲
も
、
早
く
か
ら
寺
院
の
集
中
が
見
ら
れ
、
文
化
十
年
(
一
八
=
二
)
の
「龍
野
町
明
細
帳
」
に
十
四
ケ
寺
と
記
さ
れ
て
い
る
。
寺
院
の
開
創
年
代
や
開
山
・
本
末
関
係
を
整
備
す
る
と
表
1
の
様
に
な
る
。
こ
れ
ら
の
寺
院
も
、
城
下
の
防
禦
拠
点
と
な
り
、
城
郭
部
・
侍
屋
敷
と
連
携
す
る
地
域
と
し
て
注
目
に
値
す
る
。
神
社
に
お
い
て
も
同
様
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
庶
民
の
生
活
の
場
と
な
っ
た
町
人
の
居
住
地
域
に
つ
い
て
は
、
先
に
述
べ
た
よ
う
に
侍
町
と
は
厳
重
に
区
分
さ
れ
た
。
町
人
町
全
体
b
の
輪
郭
は
、
揖
保
川
に
沿
っ
て
南
北
に
広
が
っ
て
お
り
、
中
央
部
分
の
み
は
団
塊
状
と
な
っ
て
い
た
。
こ
れ
は
、
町
人
生
活
の
中
心
で
あ
る
交
通
路
や
商
品
流
通
路
の
主
体
が
揖
保
川
の
水
運
に
あ
っ
た
こ
と
を
明
確
に
物
語
っ
て
い
よ
う
。
町
名
に
つ
い
て
は
、
寛
文
十
二
●
N
年
(
一
六
七
二
)
の
「町
中
軒
別
覚
帳
」
や
「龍
野
志
」
に
よ
っ
て
、
立
町
・
横
町
・
下
町
・
上
川
原
町
・
下
川
原
町
と
い
う
五
つ
の
親
町
と
、
桶
屋
町
・
瓢
箪
町
・
下
タ
町
・
太
田
町
・
小
河
町
な
ど
の
枝
町
が
あ
っ
た
。
ま
た
、
町
人
の
職
種
や
軒
数
な
ど
も
「町
中
軒
別
覚
帳
」
に
よ
っ
て
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
。
円
尾
屋
・
蔵
敷
屋
・
姫
路
屋
な
ど
の
屋
号
に
つ
い
て
は
、
職
種
は
不
明
確
で
あ
る
が
、
他
の
商
業
関
係
の
史
料
か
ら
す
る
と
酒
、
醤
油
な
ど
の
醸
造
業
で
あ
っ
た
こ
と
は
推
測
に
難
く
な
い
。
ま
た
、
そ
の
屋
号
は
、
商
種
名
を
付
け
た
も
の
や
出
身
地
、
近
隣
の
地
名
を
付
け
た
も
の
が
多
く
あ
っ
た
。
参
考
ま
で
に
、
軒
数
を
上
げ
て
お
く
と
、
茶
売
二
十
七
、
紺
屋
二
十
二
、
桶
屋
八
、
馬
借
七
、
魚
屋
七
な
ど
で
あ
っ
た
。
@
城
下
町
の
商
業
で
は
、
天
保
十
三
年
(
一
八
四
二
)
の
「株
仲
間
解
散
触
書
」
の
中
に
、
各
商
種
と
冥
加
金
の
記
載
が
あ
り
、
城
下
町
の
特
色
の
一
つ
で
も
あ
る
同
業
者
仲
聞
の
形
成
が
あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
酒
造
、
醤
油
屋
、
蕎
麦
屋
、
材
木
屋
、
呉
服
屋
、
紺
屋
、
木
綿
問
屋
、
高
瀬
舟
、
沖
仕
な
ど
の
名
が
あ
り
、
す
で
に
組
合
・
株
仲
間
・
仲
間
と
称
す
る
も
の
が
存
在
し
⑳
て
い
た
が
、
こ
の
年
の
幕
府
の
株
仲
間
解
散
令
に
よ
っ
て
、
解
体
せ
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
『
播
磨
名
所
巡
覧
図
会
』
巻
之
五
に
「
市
、
三
九
の
日
、
六
日
に
し
て
、
宍
粟
、
佐
用
、
赤
穂
、
新
宮
、
林
田
、
千
本
、
三
ケ
月
な
ど
よ
り
方
て
売
買
す
」
、
「
龍
野
⑳
(栗
・
柿
イ
)
志
」
に
「毎
月
三
九
の
日
以
上
川
原
町
に
市
を
な
す
、
他
郷
の
人
多
集
る
。
魚
・
塩
・
菜
・
薪
・
米
・
西
・
果
器
備
ら
す
と
い
ふ
事
な
龍
野
城
下
の
構
造
と
揖
保
川
舟
運
一
四
三
・
佛
数
大
學
大
學
院
研
究
紀
要
第
十
二
號
一
四
四
し
、
魚
類
ハ
室
津
・
相
生
浦
、
網
干
・
飾
万
津
よ
り
来
、
塩
は
赤
穂
、
黒
崎
よ
り
来
、
薪
は
宍
粟
、
矢
野
谷
よ
り
来
、
炭
は
宍
粟
郡
よ
り
出
四
時
合
断
る
事
な
し
」
と
記
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
、
市
の
開
か
れ
る
日
、
流
通
圏
や
流
通
商
品
の
一
端
を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
。
な
お
龍
野
城
下
の
商
業
に
つ
い
て
は
、
『
龍
野
市
史
』
第
二
巻
、
安
藤
精
一
氏
「
近
世
城
下
町
の
商
業
統
制
1
播
州
龍
野
の
㊧
場
合
1
」
に
詳
し
い
。
絵
図
を
中
心
に
龍
野
城
下
の
構
造
を
み
て
き
た
。
次
に
、
城
下
の
中
心
交
通
路
と
な
っ
た
と
思
わ
れ
る
河
川
舟
運
を
み
て
み
た
い
。
勿
論
、
陸
上
交
通
に
つ
い
て
も
、
城
下
に
伝
馬
を
勤
め
る
も
の
が
い
た
と
い
う
記
録
が
見
え
て
お
り
、
興
味
深
い
点
も
多
い
が
、
そ
れ
は
別
稿
に
期
す
こ
と
と
し
、
揖
保
川
を
中
心
に
舟
運
に
焦
点
を
あ
て
て
み
る
こ
と
に
し
よ
う
。
二
、
揖
保
川
舟
運
の
発
展
都
市
が
成
立
し
、
発
展
す
る
と
、
商
品
経
済
が
発
達
し
、
そ
れ
に
伴
っ
て
物
資
流
通
の
多
量
化
・
迅
速
化
が
要
求
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
す
る
と
、
流
通
主
体
が
多
量
輸
送
の
可
能
な
海
上
交
通
に
移
り
、
内
陸
部
に
お
い
て
は
、
河
川
舟
運
が
発
達
し
た
。
海
上
輸
送
の
発
達
に
よ
っ
て
、
港
町
や
臨
海
の
城
下
で
は
急
速
な
発
展
を
み
た
が
、
内
陸
部
の
城
下
で
も
、
河
川
交
通
と
陸
上
交
通
の
結
節
点
と
な
る
中
継
地
(中
継
都
市
)
が
発
展
し
た
。
西
播
地
方
で
は
、
山
陰
・
山
陽
の
連
絡
路
が
早
く
か
ら
開
か
れ
て
お
り
、
そ
の
一
部
が
、
近
世
に
な
っ
て
発
展
し
た
揖
保
川
・
千
代
川
高
瀬
舟
に
代
替
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
十
六
世
紀
初
頭
に
角
倉
了
以
が
、
美
作
国
吉
井
川
の
通
船
を
見
て
、
京
都
大
堰
川
や
富
士
D
川
、
高
瀬
川
を
開
削
し
て
舟
運
を
開
い
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
嵯
峨
大
悲
閣
千
光
寺
に
あ
る
碑
に
刻
ま
れ
て
い
る
。
こ
れ
を
機
に
、
当
時
の
流
通
手
段
の
変
容
が
拍
車
を
か
け
て
、
全
国
の
河
川
舟
運
は
急
速
に
発
達
し
た
。
播
磨
国
内
で
も
、
加
古
川
が
文
禄
三
年
(
一
五
九
四
)
、
阿
江
与
助
に
よ
っ
て
瀧
野
ま
で
の
舟
運
が
開
か
れ
、
千
種
川
の
場
合
も
、
元
和
元
年
(
一
六
一
五
)
に
久
崎
ま
で
舟
が
通
じ
⑳
て
い
た
と
さ
れ
て
い
る
。
揖
保
川
で
は
、
元
和
年
間
(
一
六
一
五
～
二
三
)
に
宍
粟
郡
山
崎
の
龍
野
屋
孫
兵
衛
が
、
莫
大
な
私
財
を
投
じ
て
、
山
崎
付
近
の
岩
　
石
を
取
り
除
い
て
舟
運
を
開
い
た
の
が
最
初
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
史
料
の
上
で
も
、
龍
野
屋
孫
兵
衛
は
、
そ
の
功
績
に
よ
っ
て
、
　
元
和
七
年
(
=
ハ
ニ
一
)
に
川
舟
二
艘
分
を
無
役
に
す
る
免
許
を
山
崎
藩
か
ら
受
け
て
い
る
。
そ
れ
は
『兵
庫
縣
宍
粟
郡
誌
』
に
次
の
よ
う
に
見
え
る
。
山
崎
町
龍
野
屋
孫
兵
衛
に
川
船
二
艘
分
元
和
七
年
よ
り
無
役
に
被
仰
付
候
其
分
可
有
御
心
得
候
云
々
十
月
十
七
日
神
修
理
印
福
風
與
三
郎
殿
小
林
五
郎
左
衛
門
殿
　
と
あ
っ
て
、
神
修
理
は
幕
府
勘
定
役
、
福
岡
・
小
林
は
城
主
池
田
輝
澄
の
家
老
で
あ
ろ
う
。
ま
た
『
宍
粟
郡
守
令
交
代
記
』
に
は
、
元
和
三
年
町
年
寄
役
に
改
る
、
山
田
町
米
屋
六
兵
衛
、
山
崎
町
英
賀
屋
弥
次
兵
衛
、
龍
野
屋
孫
兵
衛
右
三
人
御
銀
改
兼
勤
川
舟
;
艘
宛
、
運
上
銀
赦
免
と
見
え
、
先
の
史
料
と
同
様
に
、
運
上
銀
赦
免
の
許
可
が
出
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
点
か
ら
も
、
す
で
に
元
和
年
中
に
は
舟
運
が
開
か
れ
て
い
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
し
か
し
、
そ
れ
以
前
の
舟
運
に
つ
い
て
も
、
確
定
的
な
史
料
で
は
な
い
が
、
舟
運
が
開
か
れ
て
い
た
と
も
推
測
し
う
る
史
料
が
見
ら
れ
る
。
そ
れ
は
、
赤
松
円
心
の
時
代
、
つ
ま
り
南
北
朝
時
代
に
あ
っ
て
、
古
く
か
ら
発
堀
生
産
さ
れ
て
い
た
千
種
鉄
の
流
通
に
揖
保
川
舟
運
が
利
用
さ
れ
て
い
た
と
い
う
記
事
で
あ
る
。
千
種
山
有
鉄
、
羽
金
・
真
鉄
・
茲
石
・
鉄
砂
甚
多
従
神
代
出
、
釜
内
範
春
朝
興
.
広
瀬
延
文
朝
臣
、
供
謀
而
云
宍
粟
河
出
石
岸
造
　
モ
カ
　
船
、
大
樹
・
小
木
・
炭
・
採
山
諸
物
毛
金
穀
薪
貢
采
造
筏
曳
船
三
拾
余
以
出
揖
保
湊
、
(中
略
)
伊
保
湊
網
乾
船
積
替
而
浪
華
湊
龍
野
城
下
の
構
造
と
揖
保
川
舟
運
一
四
五
佛
数
大
學
大
學
院
研
究
紀
要
第
十
二
號
一
四
六
　
と
『
播
磨
後
風
土
記
』
に
あ
り
、
宍
粟
郡
に
大
き
な
勢
力
を
張
っ
て
い
た
釜
内
範
春
・
広
瀬
延
文
が
、
千
種
鉄
の
量
産
に
力
を
注
ぎ
、
千
種
.
引
原
の
上
流
域
一
帯
で
生
産
し
た
も
の
を
、
揖
保
川
の
筏
や
舟
運
に
よ
っ
て
積
み
下
さ
れ
、
さ
ら
に
浪
華
(大
坂
)
へ
も
移
送
さ
れ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
こ
の
史
料
に
よ
っ
て
、
先
の
元
和
年
中
に
舟
運
が
開
か
れ
た
と
さ
れ
る
点
に
矛
盾
が
生
ず
る
。
一
般
的
に
は
、
舟
運
は
古
く
、
古
代
か
ら
全
国
的
に
波
及
し
て
い
た
こ
と
は
散
見
で
き
る
が
、
揖
保
川
の
場
合
、
近
世
以
前
の
河
川
舟
運
の
状
況
を
物
語
る
史
料
は
見
当
ら
な
い
。
『
播
磨
後
風
土
記
』
の
千
種
鉄
輸
送
の
史
料
か
ら
考
え
る
と
、
中
世
の
段
階
で
舟
運
が
開
か
れ
て
い
た
と
考
え
て
も
差
し
支
え
な
い
と
思
わ
れ
る
。
近
世
に
な
っ
て
、
龍
野
屋
孫
兵
衛
が
開
削
し
た
と
い
う
直
接
的
な
史
料
は
見
当
ら
ず
、
単
に
川
船
を
無
役
に
し
た
史
料
の
み
で
、
元
和
年
間
に
舟
運
が
開
か
れ
た
と
し
て
い
る
が
、
こ
の
点
に
つ
い
て
は
再
検
討
の
必
要
性
が
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。
も
ち
ろ
ん
元
和
年
間
以
前
に
も
、
舟
運
が
開
か
れ
て
い
た
と
す
る
史
料
も
、
の
ち
に
編
さ
ん
さ
れ
た
地
誌
類
の
一
つ
で
あ
る
た
め
、
こ
れ
を
傍
証
す
る
史
料
が
な
い
限
り
は
断
定
す
る
の
は
難
し
い
が
、
恐
ら
く
中
世
の
毀
階
に
も
、
舟
運
が
開
か
れ
て
い
た
と
考
え
て
も
よ
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
舟
運
と
都
市
成
立
と
の
関
連
に
お
い
て
も
、
河
川
舟
運
開
削
の
時
期
を
都
市
成
立
期
以
前
と
考
え
る
方
が
妥
当
で
あ
る
よ
う
に
思
う
。
な
ぜ
な
ら
都
市
建
設
に
際
し
て
、
建
設
者
は
そ
の
企
図
に
、
資
材
搬
入
や
都
市
発
展
に
便
利
で
あ
る
た
め
臨
海
や
河
川
沿
い
に
立
地
を
選
ん
だ
の
で
あ
る
か
ら
、
河
川
の
利
用
を
ま
ず
第
一
に
考
え
た
で
あ
ろ
う
。
赤
松
ゆ
円
心
が
、
後
醍
醐
天
皇
の
里
内
裏
拡
張
に
際
し
て
、
宍
粟
郡
の
良
材
伐
り
出
し
を
図
っ
た
の
も
、
そ
の
意
中
に
は
揖
保
川
の
水
運
を
利
用
す
る
と
い
う
前
提
が
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。
さ
ら
に
は
、
赤
松
氏
が
最
後
の
拠
点
と
し
た
龍
野
の
地
で
も
、
早
く
か
ら
町
場
の
形
成
が
な
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
そ
の
際
に
も
水
運
が
利
用
さ
れ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
揖
保
川
は
、
水
量
が
豊
富
で
、
河
川
の
勾
配
も
緩
や
か
で
あ
り
、
高
瀬
舟
の
舟
航
条
件
も
整
っ
て
い
た
と
さ
れ
る
。
特
に
近
世
に
な
る
と
、
揖
保
川
流
域
に
は
龍
野
を
中
心
と
し
た
醤
油
の
醸
造
業
が
発
達
し
た
た
め
、
原
料
の
移
入
や
製
品
の
移
出
な
ど
に
高
瀬
舟
が
大
い
に
利
用
さ
れ
た
。
こ
う
し
て
舟
運
が
発
達
し
、
移
送
手
段
や
流
通
・
交
通
手
段
の
中
心
的
位
置
を
占
め
る
よ
う
に
な
る
と
、
流
域
の
⑳
諸
都
市
は
河
岸
と
し
て
も
賑
わ
っ
た
。
山
崎
城
下
な
ど
は
、
対
内
陸
、
対
山
陰
の
中
継
地
と
し
て
の
性
格
が
強
く
、
『
網
干
町
史
』
に
は
高
瀬
舟
舟
着
場
が
あ
っ
た
出
石
河
原
で
は
、
米
蔵
や
荷
物
諸
払
問
屋
、
倉
庫
な
ど
が
連
立
し
て
い
た
と
記
さ
れ
て
い
る
。
高
瀬
舟
に
は
、
山
崎
舟
(出
石
舟
)
、
新
宮
舟
、
笹
舟
、
龍
野
舟
な
ど
が
舟
航
し
た
。
宝
暦
-1--年
C
1
七
六
〇
)
に
は
、
龍
野
よ
り
⑭
上
流
の
村
々
が
所
持
す
る
高
瀬
舟
は
一
〇
二
艘
、
天
保
十
年
(
一
八
三
九
)
に
は
=
二
〇
艘
を
数
え
た
と
さ
れ
る
が
、
龍
野
城
下
に
お
け
る
高
瀬
舟
数
な
ど
は
わ
か
っ
て
い
な
い
。
ま
た
高
瀬
舟
は
、
龍
野
の
場
合
、
春
・
秋
・
冬
の
三
季
に
舟
航
し
て
い
る
。
そ
の
運
賃
は
、
夏
季
の
舟
航
に
つ
い
て
は
、
天
保
十
四
年
(
一
八
四
三
)
改
「
諸
船
賃
并
小
揚
割
附
扣
、
附
小
割
ニ
シ
テ
上
下
と
も
記
」
の
中
に
、
高
瀬
舟
運
賃
扣
が
記
さ
れ
て
お
り
、
「但
し
夏
川
ハ
不
順
故
甲
乙
有
之
候
闘
差
引
い
た
し
其
日
之
積
二
よ
り
舟
賃
勘
定
致
ス
」
と
見
え
⑯
(も
あ
)
る
。
「諸
月
定
用
記
」
(年
月
日
未
詳
)
の
中
に
も
コ
、
夏
川
ハ
水
の
増
引
有
故
不
定
、
満
水
之
時
ハ
三
拾
弐
丁
積
毛
阿
り
、
又
極
　も
あ
　
干
水
の
時
ハ
八
丁
積
毛
阿
り
日
々
ノ
水
次
第
に
て
積
定
ま
ら
す
其
日
の
舟
積
な
り
、
尤
秋
い
か
ん
過
候
て
も
若
干
二
候
得
者
夏
川
た
も
ち
申
」
と
あ
っ
て
、
水
量
の
増
減
が
著
し
い
た
め
、
運
賃
や
積
載
量
が
、
そ
の
日
に
よ
っ
て
上
下
し
た
。
龍
野
・
網
干
間
の
運
賃
は
、
⑳
下
り
舟
で
銭
十
四
匁
五
分
、
上
り
舟
の
方
は
「常
川
三
メ
塩
百
俵
二
付
七
匁
定
、
但
し
夏
川
は
壱
匁
増
し
」
で
あ
っ
た
。
龍
野
藩
で
は
、
城
下
の
太
田
町
河
岸
に
船
番
所
を
設
け
て
、
高
瀬
舟
の
舟
航
を
取
り
締
る
と
と
も
に
、
運
上
銀
の
徴
収
を
行
な
っ
た
。
⑳
運
上
銀
に
つ
い
て
は
、
「龍
野
惣
町
会
所
御
用
日
記
」
に
、
(貞
享
三
年
)
(出ハ)
一
寅
四
月
廿
九
日
当
町
薪
之
中
か
い
完
粟
よ
り
薪
積
下
し
候
舟
壱
艘
二
五
分
宛
浜
運
上
御
取
被
成
候
由
、
同
他
領
舟
二
て
も
薪
積
売
二
参
候
は
右
同
前
二
御
取
被
成
候
由
、
舟
宿
仕
候
者
又
ハ
町
中
へ
も
同
日
書
付
相
ふ
れ
申
候
、
以
上
と
あ
り
、
貞
享
三
年
(
=
ハ
八
六
)
に
は
、
龍
野
町
薪
仲
買
が
宍
粟
郡
内
か
ら
舟
で
積
み
下
す
薪
や
、
他
領
の
薪
積
売
に
対
し
て
、
舟
一
艘
に
つ
き
五
分
ず
つ
の
浜
運
上
を
取
っ
て
い
る
。
同
五
年
に
は
、
醤
油
・
味
噌
の
積
み
下
し
舟
に
対
し
て
も
一
艘
に
つ
き
銀
三
匁
四
⑲
分
の
運
上
を
と
っ
て
い
る
。
そ
の
史
料
も
「龍
野
惣
町
会
所
御
用
日
記
」
に
以
下
の
よ
う
に
見
え
る
。
龍
野
城
下
の
構
造
と
揖
保
川
舟
運
一
四
七
佛
敏
大
學
大
學
院
研
究
紀
要
第
十
二
號
一
四
八
(貞
享
五
年
)
一
同
九
月
、
治
左
衛
門
様
よ
り
被
仰
付
候
ハ
、
下
リ
舟
大
豆
・
小
豆
・
木
わ
た
前
々
よ
り
運
上
御
取
被
成
候
、
此
度
醤
油
・
味
噌
樽
二
も
御
運
上
御
取
可
被
成
候
由
被
仰
候
、
壱
艘
二
付
三
匁
四
分
也
な
お
、
こ
の
史
料
で
は
、
龍
野
か
ら
の
高
瀬
舟
の
積
荷
の
一
端
を
も
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
。
次
に
移
送
さ
れ
た
物
資
を
み
る
と
、
内
陸
地
域
の
年
貢
米
、
小
麦
、
大
豆
、
醤
油
、
木
材
、
薪
炭
や
、
臨
海
地
域
の
塩
、
肥
料
、
雑
貨
な
ど
が
大
半
を
占
め
た
。
高
瀬
舟
の
船
体
規
模
と
し
て
は
、
舟
長
約
七
間
、
舟
幅
六
尺
の
三
人
乗
で
、
積
載
量
も
「上
り
三
十
石
、
⑩
下
り
五
十
石
」
と
言
わ
れ
た
。
舟
は
下
野
・
吉
島
な
ど
で
造
ら
れ
た
山
崎
舟
(出
石
舟
)
、
新
宮
舟
、
笹
舟
、
龍
野
舟
な
ど
が
活
躍
し
@
@
た
。
舟
航
に
つ
い
て
は
コ
咼
瀬
舟
仲
間
申
合
之
覚
」
(年
未
詳
)
、
嘉
永
四
年
(
一
八
五
一
)
「
ロ
演
」
に
詳
細
が
記
さ
れ
て
い
る
の
で
ま
と
め
て
み
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。
ω
龍
野
舟
は
、
河
ロ
の
網
干
と
の
間
を
日
帰
り
で
舟
航
し
た
が
、
上
流
舟
は
龍
野
を
中
継
基
地
と
し
て
城
下
で
一
泊
し
た
。
②
船
頭
は
三
人
で
、
表
乗
り
二
人
、
と
も
乗
り
一
人
で
あ
っ
た
。
と
も
乗
り
は
舟
長
で
、
梶
を
と
っ
た
。
③
上
り
舟
は
、
舟
首
に
つ
け
た
三
〇
～
四
〇
尺
の
曳
綱
で
河
岸
か
ら
徒
歩
で
引
っ
ぱ
っ
た
。
ω
舟
頭
は
、
前
日
札
所
で
籖
に
よ
り
積
荷
の
順
を
決
め
、
翌
朝
網
干
へ
下
っ
て
問
屋
に
積
荷
を
手
渡
し
た
。
⑤
舟
頭
仲
間
の
申
合
せ
等
の
事
務
関
係
は
、
舟
方
取
締
役
所
が
統
轄
し
た
。
申
合
せ
事
項
に
つ
い
て
は
、
毎
日
の
下
り
舟
は
朝
五
ツ
の
出
発
と
し
、
雨
天
は
休
業
、
船
頭
に
休
む
者
が
あ
れ
ば
代
人
を
立
て
る
。
醤
油
の
移
送
を
優
先
さ
せ
る
な
ど
。
だ
い
た
い
以
上
が
揖
保
川
高
瀬
舟
の
概
略
で
あ
る
。
揖
保
川
の
高
瀬
舟
の
中
で
も
、
特
に
龍
野
舟
は
、
醤
油
業
と
密
接
な
か
か
わ
り
を
も
っ
て
発
展
し
た
と
い
え
よ
う
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
高
瀬
舟
が
、
城
下
の
発
展
に
は
不
可
欠
な
条
件
と
な
り
、
な
お
明
治
期
に
入
っ
て
も
舟
航
は
つ
づ
け
ら
れ
た
が
、
鉄
道
や
道
路
網
の
発
達
に
よ
り
、
河
川
交
通
が
陸
上
交
通
に
と
っ
て
代
わ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
明
治
期
に
お
け
る
陸
上
輸
送
へ
の
転
換
は
、
だ
い
た
い
ど
の
河
川
に
お
い
て
も
見
ら
れ
る
傾
向
で
あ
ろ
う
。
三
、
城
下
町
と
河
川
舟
運
ω
城
下
の
構
造
と
河
川
舟
運
龍
野
城
下
全
体
の
平
面
的
形
態
は
、
南
北
に
長
く
、
中
央
部
が
東
西
に
も
若
干
の
広
が
り
を
み
せ
た
菱
形
を
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
東
は
揖
保
川
、
残
り
の
三
方
は
山
に
囲
ま
れ
た
自
然
の
要
塞
を
も
つ
地
形
で
あ
る
。
寛
政
十
年
の
絵
図
を
も
と
に
城
下
の
構
造
を
再
度
取
り
上
げ
て
、
概
観
を
整
理
し
て
み
る
と
、
揖
保
川
に
沿
っ
た
地
域
を
中
心
に
町
屋
が
広
が
り
、
内
陸
の
山
沿
い
に
侍
屋
敷
が
位
置
し
た
。
こ
れ
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
特
性
を
考
慮
に
入
れ
た
町
造
り
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
侍
屋
敷
で
は
、
上
級
武
士
の
屋
敷
を
城
郭
付
近
の
西
側
に
配
置
し
て
登
城
の
便
を
図
り
、
下
級
武
士
の
屋
敷
は
、
城
下
の
安
全
性
の
上
か
ら
周
辺
部
分
に
配
置
さ
れ
た
。
町
屋
は
、
商
品
流
通
や
交
通
の
便
利
か
ら
揖
保
川
沿
い
や
主
要
街
路
沿
い
に
置
か
れ
た
。
次
に
城
下
の
経
済
的
側
面
を
平
面
に
置
換
し
つ
つ
、
舟
運
と
の
か
か
わ
り
を
み
て
み
よ
う
。
ま
ず
、
文
久
二
年
(
一
八
六
二
)
に
、
　
醤
油
問
屋
円
尾
屋
に
宛
て
て
出
さ
れ
た
「醤
油
輸
送
の
専
属
契
約
継
続
に
つ
き
差
入
証
文
」
が
あ
る
。
こ
の
証
文
の
差
出
は
、
問
屋
.
船
持
惣
代
と
し
て
相
生
屋
九
郎
右
衛
門
、
塩
物
屋
与
右
衛
門
、
高
瀬
屋
七
兵
衛
の
名
が
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
三
軒
を
寛
政
十
年
の
町
絵
図
で
確
認
す
る
と
、
い
ず
れ
も
下
タ
太
田
町
に
あ
り
、
そ
の
中
で
も
船
番
所
や
船
頭
小
屋
と
隣
接
し
た
舟
着
場
近
く
に
位
置
し
て
a
い
る
。
ま
た
、
天
保
二
年
(
一
八
三
一
)
の
「醤
油
輸
送
に
つ
き
船
持
仲
聞
差
入
証
文
」
に
は
、
証
文
差
出
人
と
し
て
町
船
持
九
名
が
連
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
九
名
と
は
、
先
の
三
名
に
加
え
て
、
坂
田
屋
平
兵
衛
、
因
幡
屋
利
右
衛
門
、
大
屋
門
四
郎
、
高
瀬
彦
三
郎
ら
で
あ
る
。
彼
ら
も
太
田
町
の
舟
着
場
近
く
に
居
住
し
て
お
り
、
隣
接
し
て
建
ち
並
ん
だ
醤
油
問
屋
な
ど
か
ら
醤
油
を
積
み
下
し
た
と
考
え
ら
れ
る
(図
2
参
照
)。
こ
う
し
た
点
で
は
、
町
人
の
職
業
の
特
性
を
か
ん
が
み
て
配
置
し
、
城
下
の
建
設
者
と
し
て
の
封
建
領
主
が
経
済
的
繁
栄
を
願
っ
て
い
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。
町
絵
図
上
か
ら
も
、
舟
着
場
か
ら
西
へ
延
び
る
街
路
は
道
幅
も
広
く
、
城
郭
部
龍
野
城
下
の
構
造
と
揖
保
川
舟
運
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図2高 瀬舟舟着場付近(寛 政10年頃)
一
五
〇
の
正
面
で
あ
る
大
手
へ
も
連
な
り
、
大
そ
う
賑
わ
い
を
見
せ
て
い
た
光
景
が
う
か
が
え
る
。
醤
油
業
者
の
方
で
も
、
舟
運
と
の
結
び
つ
き
か
ら
高
瀬
舟
持
衆
の
居
住
地
域
と
余
り
離
れ
て
い
な
い
位
置
か
、
河
川
に
隣
接
し
た
地
域
に
集
中
し
て
い
た
。
こ
う
し
た
平
面
上
の
位
置
関
係
は
、
最
も
端
的
に
醤
油
業
、
高
瀬
舟
持
衆
、
お
よ
び
揖
保
川
と
の
結
び
つ
き
を
示
し
て
い
た
と
言
え
よ
う
。
龍
野
城
下
の
発
展
が
醤
油
醸
造
業
と
深
い
か
か
わ
り
を
も
っ
た
こ
と
は
周
知
の
と
お
り
で
あ
る
。
す
る
と
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
河
川
舟
運
も
城
下
の
発
展
に
不
可
欠
な
も
の
と
な
っ
た
の
は
確
実
で
あ
る
。
城
下
町
は
、
領
国
統
治
の
首
府
と
し
て
政
治
的
・
経
済
的
都
市
で
あ
っ
た
こ
と
は
知
ら
れ
て
い
る
。
町
全
体
が
そ
う
し
た
性
格
を
兼
備
し
て
い
た
こ
と
は
明
確
で
あ
る
が
、
そ
の
中
枢
部
は
ど
の
辺
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
政
治
的
中
枢
は
、
町
の
最
も
中
心
で
も
あ
り
、
行
政
機
構
の
置
か
れ
た
城
郭
部
及
び
そ
の
周
辺
の
郭
内
と
称
さ
れ
る
部
分
に
あ
っ
た
こ
と
は
歴
然
と
し
て
い
る
。
い
っ
ぽ
う
、
経
済
的
中
枢
で
町
屋
シ
ビ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー
と
称
さ
れ
た
部
分
は
、
豊
田
武
氏
が
「大
手
門
の
通
り
で
あ
る
竪
町
は
、
街
道
筋
と
共
に
要
路
を
⑮
な
し
、
そ
の
交
叉
点
附
近
が
目
貫
の
場
所
」
と
指
摘
し
て
い
る
如
く
、
高
瀬
舟
・
渡
し
舟
の
舟
着
場
か
ら
西
へ
延
び
、
横
町
・
魚
町
へ
至
る
通
り
と
、
立
町
筋
が
交
叉
す
る
辺
り
が
、
大
手
口
に
も
近
く
、
河
川
と
の
連
携
も
考
慮
し
て
最
も
賑
わ
っ
た
地
域
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
は
、
先
に
見
た
寛
政
十
二
年
の
町
絵
図
上
か
ら
も
、
面
積
の
広
い
商
家
や
町
会
所
な
ど
城
下
町
商
業
の
指
導
的
立
場
の
者
や
町
政
の
運
営
機
構
な
ど
が
集
中
し
て
い
る
点
か
ら
し
て
も
推
測
は
容
易
で
あ
る
。
な
お
、
城
下
の
メ
イ
ン
ス
ト
リ
ー
ト
と
な
っ
た
の
は
、
立
町
・
横
町
・
上
川
原
を
通
る
街
路
と
、
下
ノ
船
本
か
ら
下
川
原
を
通
り
、
先
の
道
筋
に
合
流
す
る
街
路
、
舟
着
場
へ
至
る
街
路
で
、
こ
の
う
ち
二
本
が
舟
着
場
を
起
点
と
し
て
い
る
こ
と
か
ら
す
る
と
、
渡
し
舟
は
勿
論
、
高
瀬
舟
が
城
下
の
重
要
な
交
通
手
段
と
な
っ
て
い
た
と
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
南
北
の
主
要
街
路
は
、
北
へ
至
る
と
出
雲
街
道
(播
磨
道
)
へ
合
流
、
ま
た
、
因
幡
街
道
へ
と
合
流
し
、
南
へ
至
る
と
山
陽
道
へ
合
流
、
ま
た
、
室
津
・
赤
穂
へ
も
続
い
て
い
た
。
龍
野
は
、
政
治
的
に
は
小
藩
で
あ
っ
た
が
、
醤
油
醸
造
業
の
発
展
に
よ
っ
て
中
央
に
も
名
を
知
ら
れ
、
そ
の
中
心
と
な
っ
た
城
下
の
賑
わ
い
は
大
し
た
も
の
で
あ
っ
た
ろ
う
。
そ
う
し
た
盛
況
の
要
因
の
最
大
の
も
の
は
、
揖
保
川
の
舟
運
で
あ
っ
た
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
今
ま
で
見
て
き
た
地
域
構
造
で
も
、
河
川
を
非
常
に
重
視
し
た
構
造
で
あ
っ
て
、
河
港
町
と
し
て
の
性
格
を
見
せ
て
い
た
点
に
も
注
目
で
き
る
。
そ
し
て
、
西
播
地
方
に
お
い
て
は
、
単
な
る
地
方
都
市
で
は
あ
っ
た
け
れ
ど
も
、
三
都
と
称
さ
れ
る
う
ち
の
京
.
大
坂
の
市
場
と
結
び
つ
き
、
経
済
面
で
の
中
央
と
の
結
び
つ
き
と
い
う
点
で
は
見
る
べ
き
も
の
が
多
い
と
思
わ
れ
る
。
城
下
の
経
済
.
商
業
面
で
の
繁
栄
は
見
逃
す
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
そ
の
根
底
に
は
、
城
下
の
建
設
者
た
る
封
建
領
主
の
意
図
が
生
き
つ
づ
け
て
い
た
こ
と
は
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。
そ
の
顕
著
な
例
が
、
城
下
の
入
口
付
近
の
木
戸
に
よ
っ
て
囲
郭
さ
れ
、
そ
の
ラ
イ
ン
を
一
画
に
農
村
と
区
別
さ
れ
、
兵
農
分
離
・
商
農
分
離
や
士
庶
居
住
区
域
の
区
分
を
貫
徹
し
、
近
世
の
社
会
的
特
色
の
一
つ
で
も
あ
る
身
分
制
秩
序
を
平
面
上
に
置
換
し
た
こ
と
な
ど
に
う
か
が
え
る
。
加
え
て
、高
瀬
舟
舟
運
に
よ
る
商
工
業
の
発
展
も
、単
な
る
町
人
独
自
の
力
に
よ
っ
た
も
の
龍
野
城
下
の
構
造
と
揖
保
川
舟
運
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二
で
は
な
く
、
た
え
ず
封
緒
主
の
領
国
に
お
け
る
経
済
的
繁
栄
を
願
つ
意
図
が
潜
在
し
て
い
た
点
に
も
う
か
が
え
物
・
②
内
陸
城
下
町
論
近
世
城
下
の
建
設
に
お
け
る
特
徴
の
一
つ
は
、
城
郭
の
平
野
部
進
出
と
水
系
へ
の
接
近
で
あ
る
。
城
下
の
成
立
に
伴
い
、
近
く
の
河
川
流
路
を
城
下
へ
引
き
込
む
た
め
、
人
工
的
に
流
肇
改
変
喜
ら
れ
た
例
も
少
な
く
な
偽
こ
れ
は
・
川
案
流
ま
た
は
分
流
が
城
下
の
外
濠
の
役
目
を
な
し
た
り
、
そ
れ
と
と
も
に
本
流
が
水
運
に
利
用
さ
れ
た
と
い
う
理
由
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
れ
を
逆
に
言
う
な
ら
ば
、
河
川
の
開
発
に
よ
っ
て
城
下
が
成
立
し
、
交
通
や
経
済
が
発
展
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
城
下
が
発
展
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
そ
し
て
、
近
世
城
下
町
は
単
に
領
国
統
治
の
首
府
と
し
て
、
政
治
的
・
軍
事
的
要
素
が
優
先
さ
れ
た
以
上
に
、
幕
藩
体
制
下
で
の
領
国
経
済
の
発
展
に
伴
な
っ
て
、
経
済
的
要
素
や
交
通
タ
ー
ミ
ナ
ル
的
要
素
を
表
面
化
し
て
く
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。
城
下
町
内
部
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
要
素
の
中
枢
を
備
え
、
こ
と
に
河
川
舟
運
の
繋
舟
地
や
街
道
の
合
会
点
な
ど
は
、
最
も
賑
わ
い
を
見
せ
た
と
こ
ろ
で
、
人
々
の
生
活
の
中
心
的
位
置
を
占
め
た
。
ま
た
、
城
下
の
地
理
的
位
置
に
つ
い
て
は
、
河
川
舟
運
と
の
結
び
つ
き
に
よ
っ
て
成
立
・
発
展
し
た
城
下
は
、
領
国
な
ど
と
い
う
行
政
的
区
分
に
よ
る
結
び
つ
き
よ
り
も
、
経
済
的
・
流
通
的
な
結
び
つ
き
を
重
視
し
た
位
置
関
係
に
あ
っ
た
と
言
え
よ
う
。
こ
こ
で
は
、
内
陸
城
下
町
と
い
う
呼
称
を
用
い
た
が
、
こ
れ
は
特
殊
な
城
下
町
で
は
な
く
、
立
地
の
上
で
臨
海
地
域
に
構
築
さ
れ
た
城
下
に
対
す
る
も
の
で
あ
る
。
最
初
に
も
触
れ
た
が
、
臨
海
地
域
に
構
築
さ
れ
た
城
下
で
は
、
海
上
交
通
が
考
え
ら
れ
る
が
、
内
陸
部
の
城
下
で
は
、
河
川
の
開
削
や
舟
運
の
支
配
権
な
ど
困
難
な
点
が
少
な
か
ら
ず
あ
っ
た
。
し
か
し
、
内
陸
部
に
あ
っ
た
城
下
に
と
っ
て
、
政
治
・
軍
事
的
に
は
も
ち
ろ
ん
、
経
済
や
交
通
の
面
で
も
不
可
欠
と
な
っ
た
河
川
の
開
発
に
は
、
城
下
町
の
建
設
者
た
る
封
建
領
主
の
誰
も
が
力
を
傾
注
し
た
こ
と
は
当
然
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
内
陸
部
で
城
下
町
と
し
て
発
展
し
た
と
こ
ろ
は
必
ず
舟
運
が
開
か
れ
て
お
り
、
陸
路
と
の
結
節
点
と
な
っ
た
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。
例
え
ば
、
揖
保
川
沿
い
の
龍
野
・
山
崎
・
吉
井
川
沿
い
の
津
山
、
旭
川
沿
い
の
勝
山
.
宀ロ同
梁
川
沿
い
の
松
山
・
新
見
な
ど
、
舟
運
が
重
要
な
位
置
を
占
め
た
。
中
で
も
山
崎
・
津
山
・
勝
山
・
新
見
な
ど
は
、
山
陽
側
か
ら
の
高
瀬
舟
舟
運
の
溯
航
限
界
地
と
な
っ
て
お
り
、
対
山
陰
地
方
と
の
中
継
地
と
し
て
城
下
は
繁
栄
し
た
。
地
域
構
造
に
つ
い
て
も
、
河
川
を
自
然
の
要
塞
と
し
て
利
用
し
て
い
る
と
と
も
に
、
城
下
内
で
は
、
河
川
沿
い
に
町
屋
を
配
し
、
商
工
業
者
を
居
住
さ
せ
て
舟
運
と
の
連
携
を
図
っ
た
。
そ
し
て
、
城
下
内
で
の
商
工
業
の
繁
栄
の
み
な
ら
ず
、
領
国
内
や
近
隣
諸
都
市
.
京
坂
と
の
結
び
つ
き
も
考
慮
に
入
れ
た
配
置
を
し
た
。
こ
う
し
た
点
で
は
、
限
ら
れ
た
位
置
に
あ
る
河
川
を
利
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
城
下
の
安
全
性
と
繁
栄
・
発
展
を
十
分
に
考
慮
し
た
町
造
り
が
実
施
さ
れ
た
と
言
え
よ
う
。
最
初
に
上
げ
た
富
岡
儀
八
氏
の
指
摘
に
つ
い
て
も
、
城
下
の
経
済
的
中
心
が
高
瀬
舟
繋
舟
地
付
近
に
あ
っ
た
こ
と
は
、
龍
野
お
よ
び
、
す
で
に
前
回
分
析
を
試
み
た
津
山
い
ず
れ
の
場
合
に
も
該
当
す
翰
・
ま
た
・
経
蘯
も
・
両
城
下
と
も
山
陽
側
に
属
し
、
陸
路
を
利
用
し
て
の
結
び
つ
き
以
上
に
、
舟
運
を
利
用
し
た
河
川
流
域
や
瀬
戸
内
海
沿
岸
に
位
置
し
た
都
市
と
の
結
び
つ
き
の
方
が
強
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
都
市
成
立
以
前
に
も
河
川
舟
運
は
利
用
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
、
城
下
建
設
に
際
し
て
河
川
が
重
要
な
役
割
を
果
た
し
た
こ
と
も
史
料
的
に
う
か
が
え
る
。
こ
の
よ
う
に
考
え
る
と
、
河
川
は
、
城
下
町
成
立
か
ら
発
展
、
維
新
期
を
迎
え
崩
壊
に
至
る
ま
で
終
始
一
貫
し
て
重
要
視
さ
れ
、
利
用
さ
れ
る
の
で
あ
っ
て
、
内
陸
城
下
町
で
は
、
河
川
に
よ
っ
て
存
在
し
得
た
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。
内
陸
城
下
町
論
と
い
う
考
え
は
、
立
地
や
形
態
上
の
こ
と
で
、
支
配
体
制
や
成
立
背
景
、
そ
の
他
城
下
町
の
特
性
と
言
わ
れ
る
点
で
は
、
城
下
町
が
全
て
同
じ
政
治
的
意
図
に
よ
っ
て
構
築
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
た
め
、
特
殊
な
位
置
づ
け
と
い
う
も
の
は
な
い
の
で
あ
る
。
た
だ
幾
度
も
述
べ
た
よ
う
に
、
城
下
が
河
川
に
沿
っ
た
よ
う
に
輪
郭
に
な
っ
て
お
り
、
地
域
構
造
も
河
川
寄
り
に
は
藩
経
済
を
担
う
町
入
達
が
居
住
し
て
い
た
点
は
注
目
さ
れ
よ
う
。
そ
し
て
、
一
般
的
傾
向
と
し
て
は
、
河
川
と
平
行
し
た
方
向
へ
の
結
び
つ
き
が
強
く
、
城
下
の
興
亡
の
根
底
に
は
河
川
舟
運
が
生
き
つ
づ
け
、
近
代
に
な
っ
て
、
鉄
道
や
道
路
に
と
っ
て
替
わ
ら
れ
る
ま
で
中
心
的
位
置
を
占
め
る
の
で
あ
る
。
龍
野
城
下
の
構
造
と
揖
保
川
舟
運
一
五
三
佛
数
大
學
大
學
院
研
究
紀
要
第
十
二
號
一
五
四
内
陸
城
下
町
論
と
い
い
つ
つ
も
、
今
回
の
龍
野
城
下
お
よ
び
前
回
の
津
山
城
下
の
事
例
分
析
で
、
単
に
分
析
事
項
の
列
挙
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
二
つ
の
内
陸
城
下
町
以
外
に
も
数
多
く
の
内
陸
城
下
町
が
あ
り
、
他
の
地
方
の
分
析
を
加
え
れ
ば
、
地
域
性
も
う
か
が
え
、
新
し
い
事
実
が
見
い
出
さ
れ
る
か
も
知
れ
な
い
。
今
後
、
数
多
く
の
内
陸
城
下
の
構
造
を
分
析
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
立
地
の
上
で
の
城
下
町
論
を
打
ち
立
て
て
ゆ
き
た
い
。
お
わ
り
に
鶏
籠
を
伏
せ
た
よ
う
な
小
山
、
鶏
籠
山
の
山
裾
近
く
を
流
れ
る
揖
保
川
沿
い
に
建
設
さ
れ
た
龍
野
城
下
の
地
域
構
造
と
河
川
舟
運
の
か
わ
り
に
つ
い
て
み
て
き
た
。
中
世
の
赤
松
氏
の
時
代
に
築
か
れ
た
山
城
の
構
造
や
、
城
下
町
の
存
否
・
様
相
に
つ
い
て
は
何
ら
わ
か
っ
て
い
な
い
。
赤
松
氏
の
豪
族
屋
敷
村
的
集
落
に
存
在
し
た
で
あ
ろ
う
が
、
そ
れ
が
い
つ
頃
か
ら
近
世
的
性
格
を
も
っ
た
町
場
に
変
容
を
遂
げ
た
の
か
は
明
確
で
な
い
。
た
だ
近
世
に
な
る
と
、
山
城
が
鶏
籠
山
麓
へ
移
行
し
、
そ
の
頃
に
は
城
下
町
も
近
世
的
要
素
を
も
つ
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
こ
と
は
推
測
で
き
た
。
し
か
し
、
史
料
的
に
も
城
下
の
様
相
が
明
確
に
解
明
さ
れ
て
く
る
の
は
、
京
極
氏
の
時
代
以
降
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
う
し
た
江
戸
中
期
頃
の
城
下
の
地
域
構
造
は
、
と
り
と
め
て
特
色
は
な
い
。
構
成
要
素
も
、
一
般
的
に
侍
屋
敷
.
町
屋
.
寺
社
の
地
域
か
ら
成
り
、
西
の
山
沿
に
侍
屋
敷
、
東
の
揖
保
川
沿
い
に
町
屋
が
位
置
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
特
性
を
生
か
し
た
配
置
が
な
さ
れ
て
い
た
。
そ
し
て
、
城
下
に
は
、
領
国
支
配
の
政
治
的
・
経
済
的
中
枢
の
二
核
が
兼
備
さ
れ
て
お
り
、
前
者
は
城
郭
部
、
後
者
は
大
手
ロ
.
立
町
と
横
町
の
交
叉
点
か
ら
西
の
高
瀬
舟
繋
舟
場
あ
た
り
に
位
置
し
た
。
そ
れ
ら
は
城
下
の
中
心
で
あ
っ
た
と
と
も
に
、
領
国
の
中
心
で
も
あ
り
、
さ
ら
に
は
中
央
や
近
隣
諸
国
と
の
結
び
つ
き
の
拠
点
と
も
な
っ
た
。
こ
と
に
醤
油
産
業
の
発
展
と
城
下
と
は
密
接
な
関
係
が
あ
り
、
他
地
域
と
の
結
び
つ
き
を
よ
り
強
固
な
も
の
に
し
た
。
醤
油
産
業
は
揖
保
川
の
舟
運
と
深
い
か
か
わ
り
を
も
っ
て
お
り
、
そ
の
舟
運
は
、
城
下
と
も
密
接
な
関
係
を
も
っ
て
い
た
。
こ
う
し
た
城
下
町
は
、
全
て
城
下
町
の
建
設
者
た
る
封
建
領
主
の
意
図
に
ょ
っ
て
形
成
さ
れ
、
発
展
を
み
た
も
の
で
、
醤
油
産
業
の
発
展
に
よ
る
城
下
の
繁
栄
や
、
流
通
・
交
通
の
大
動
脈
と
な
っ
た
揖
保
川
の
舟
運
の
盛
況
と
い
う
根
幹
に
は
、
封
建
領
主
の
利
益
が
存
在
し
、
力
を
傾
注
し
た
こ
と
は
当
然
の
こ
と
と
言
え
よ
う
。
特
に
河
川
の
開
発
に
力
を
傾
注
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
は
、
内
陸
部
に
城
下
を
建
設
し
た
も
の
の
宿
命
で
あ
っ
た
と
も
言
え
よ
う
。
内
陸
城
下
町
と
い
う
仰
々
し
い
語
句
を
用
い
た
が
、
内
陸
部
に
あ
る
城
下
で
も
、
臨
海
部
に
あ
る
城
下
で
も
、
政
治
的
.
経
済
的
.
文
化
的
な
面
で
の
差
異
は
全
く
な
い
。
た
だ
、
内
陸
部
城
下
に
は
、
河
川
と
の
関
連
で
、
河
川
舟
運
の
存
在
を
指
摘
す
る
一
点
に
尽
き
る
の
で
あ
る
。
最
後
に
、
本
稿
で
は
内
陸
城
下
町
と
河
川
交
通
の
関
連
を
考
え
て
み
た
い
と
思
っ
た
が
、
力
量
不
足
に
よ
る
不
明
確
な
表
現
や
、
未
整
理
の
点
が
多
々
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
ら
の
点
に
つ
い
て
は
、
今
後
の
研
究
・
整
理
に
お
い
て
順
次
明
確
に
し
て
ゆ
き
た
い
。
ま
た
、
本
稿
の
中
で
掲
げ
た
問
題
点
も
明
確
に
さ
れ
て
い
な
い
と
思
わ
れ
る
。
再
度
の
分
析
を
進
め
、
後
日
の
別
稿
に
期
し
た
か
と
思
う
。註①
藤
本
利
治
『
近
世
都
市
の
地
域
構
造
』
(
昭
和
五
十
一
年
、
古
今
書
院
)
二
五
頁
～
。
②
現
代
都
市
の
多
く
は
、
城
下
町
を
源
流
と
し
、
そ
の
中
で
内
陸
都
市
は
河
川
沿
い
に
発
展
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
推
測
で
き
る
。
③
矢
守
一
彦
『
都
市
プ
ラ
ン
の
研
究
』
(
昭
和
四
十
五
年
、
大
明
堂
)
西
川
幸
治
『
日
本
都
市
史
研
究
』
(
昭
和
四
十
七
年
、
日
本
放
送
出
版
協
会
)
ほ
か
。
④
富
岡
儀
八
『
塩
道
と
高
瀬
舟
』
(昭
和
四
十
八
年
、
古
今
書
院
)
二
六
四
頁
～
。
龍
野
城
下
の
構
造
と
揖
保
川
舟
運
⑤
『
龍
野
市
史
』
第
二
巻
(
昭
和
五
十
七
年
、
龍
野
市
)
。
⑥
「
龍
野
志
」
(八
瀬
正
秋
文
書
)
・
「
龍
野
城
主
代
々
記
」
(
出
田
茂
文
書
)
、
い
ず
れ
も
『
龍
野
市
史
』
第
五
巻
(
昭
和
五
十
五
年
、
龍
野
市
)
所
収
。
お
よ
び
平
野
庸
脩
『
播
磨
鑑
』
(全
)
(昭
和
五
十
年
、
歴
史
図
書
社
)
に
よ
る
。
⑦
『
兵
庫
県
史
』
第
三
巻
(
昭
和
五
十
三
年
、
兵
庫
県
)
八
二
六
頁
。
⑧
『
龍
野
市
史
』
第
五
巻
、
四
三
四
・
四
三
五
頁
。
⑨
橋
本
政
次
『
姫
路
城
史
』
上
巻
(
昭
和
二
十
七
年
、
姫
路
城
史
一
五
五
佛
敢
大
學
大
學
院
研
究
紀
要
第
十
二
號
刊
行
会
)
三
八
七
頁
。
『
兵
庫
県
史
』
第
三
巻
、
七
一
七
頁
。
⑳
『
山
崎
町
史
』
(昭
和
五
十
二
年
、
山
崎
町
)
二
七
二
頁
。
⑪
出
田
茂
文
書
。
『
龍
野
市
史
』
第
五
巻
、
=
二
五
頁
。
そ
の
他
「龍
野
志
」
に
よ
っ
て
も
う
か
が
え
る
。
⑫
市
立
龍
野
図
書
館
蔵
。
『
龍
野
市
史
』
第
五
巻
、
一
七
六
頁
。
⑬
市
立
龍
野
図
書
館
蔵
。
『
龍
野
市
史
』
第
五
巻
、
一
八
七
頁
。
⑭
天
理
図
書
館
所
蔵
。
『
龍
野
市
史
』
第
五
巻
、
一
八
一
頁
。
⑮
こ
れ
ら
の
点
は
、
元
弘
四
年
(
=
壬
二
四
)
、
後
醍
醐
天
皇
の
建
武
新
政
に
よ
る
諸
機
関
設
置
が
、
二
条
富
小
路
殿
と
称
さ
れ
た
里
内
裏
拡
張
の
際
、
赤
松
円
心
は
、
良
材
を
宍
粟
郡
安
積
保
か
ら
伐
採
し
た
点
に
よ
っ
て
も
実
証
さ
れ
る
。
『
山
崎
町
史
』
一
二
七
頁
。
藤
本
哲
『
赤
松
氏
の
史
料
と
研
究
』
e
(昭
和
五
十
一
年
、
講
談
社
出
版
セ
ン
タ
ー
)
。
『
佐
用
町
史
』
(昭
和
五
十
年
、
佐
用
町
)
一
九
三
頁
。
⑯
田
付
祐
好
氏
所
蔵
(神
戸
市
)
。
同
氏
お
よ
び
龍
野
市
編
集
室
の
御
好
意
に
よ
り
、
閲
覧
・
複
写
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
⑰
鳥
海
菊
弥
所
蔵
文
書
。
『龍
野
市
史
』
第
五
巻
、
付
図
。
こ
の
城
下
町
絵
図
の
複
製
は
、
龍
野
市
史
編
集
委
員
長
八
木
哲
浩
氏
が
「
広
報
た
つ
の
」
第
三
四
八
号
の
中
で
、
府
県
レ
ベ
ル
の
地
方
史
類
や
城
下
町
研
究
書
類
に
お
い
て
も
、
か
つ
て
試
み
た
こ
と
の
な
い
も
の
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
如
く
貴
重
な
も
の
で
あ
ろ
う
。
⑱
『龍
野
市
史
』
第
二
巻
、
一
九
七
頁
。
⑲
市
立
龍
野
図
書
館
所
蔵
。
『
龍
野
市
史
』
第
五
巻
、
一
九
六
頁
。
一
五
六
⑳
市
立
龍
野
図
書
館
蔵
。
同
館
の
御
好
意
に
よ
り
龍
野
市
史
編
集
室
が
保
管
中
の
も
の
を
撮
影
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
な
お
、
こ
の
文
書
は
、
寛
文
十
二
年
(
一
六
七
二
)
九
月
に
記
さ
れ
た
も
の
を
、
明
和
四
年
(
一
七
六
七
)
正
月
に
書
写
し
た
も
の
で
、
寛
文
十
二
年
以
降
の
各
家
の
変
更
状
況
も
詳
細
に
記
さ
れ
て
い
る
。
⑳
前
掲
⑥
。
@
市
立
龍
野
図
書
館
蔵
。
『
龍
野
市
史
』
第
五
巻
、
二
六
四
頁
。
⑳
『
播
州
名
所
巡
覧
図
会
』
ー
校
訂
活
字
印
刷
版
1
(昭
和
四
十
九
年
、
柳
原
書
店
)
三
八
七
頁
。
⑳
前
掲
⑥
。
⑳
『
国
学
院
雑
誌
』
63
・
10
・
1
⑳
拙
稿
「
城
下
町
津
山
の
発
展
と
吉
井
川
舟
運
」
『
史
朋
』
一
八
号
(昭
和
五
十
六
年
)
参
照
。
な
お
、
「
慶
長
九
年
甲
辰
了
以
往
作
州
和
計
河
(
吉
井
川
)
見
舷
船
以
為
凡
百
川
皆
可
通
舟
帰
嵯
峨
沂
大
井
川
至
丹
波
保
津
見
其
路
自
謂
雖
多
湍
石
而
行
舟
」
と
碑
文
の
一
部
に
あ
る
。
⑳
『
兵
庫
県
史
』
第
四
巻
(
昭
和
五
十
四
年
、
兵
庫
県
)
二
〇
八
頁
。
⑳
『
龍
野
市
史
』
第
二
巻
、
二
二
三
頁
。
『
山
崎
町
史
』
七
二
五
頁
。
⑳
『
兵
庫
県
宍
粟
郡
誌
』
(
大
正
十
二
年
、宍
粟
郡
役
所
(
一
八
六
頁
。
⑳
山
崎
町
教
育
委
員
会
蔵
。
(
写
本
で
、
近
年
に
写
さ
れ
た
も
の
)
同
教
委
の
御
好
意
に
よ
り
閲
覧
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
⑳
全
五
冊
、
近
世
の
地
誌
で
、
著
者
は
宇
都
宮
大
潔
。
愛
知
県
西
尾
市
岩
瀬
文
庫
所
蔵
。
⑳
安
積
朗
文
書
。
前
掲
⑮
。
⑳
川
嶋
右
次
、
藤
本
槌
重
『
網
干
町
史
』
(
昭
和
二
十
六
年
、
網
干
町
史
刊
行
会
)
。
⑭
前
掲
⑳
、
五
七
頁
。
⑳
『
龍
野
市
史
』
第
五
巻
、
二
四
三
頁
。
田
村
善
太
『
龍
野
醤
油
研
究
史
料
』
第
二
輯
(
昭
和
三
十
八
年
、
龍
野
醤
油
組
合
龍
醤
温
古
会
)
一
1
1
頁
°
⑯
田
村
善
太
『
龍
野
醤
油
研
究
史
料
』
第
二
輯
、
一
五
〇
頁
。
⑳
前
掲
⑳
。
⑳
市
立
龍
野
図
書
館
蔵
。
「
万
覚
帳
」
(
『
日
本
都
市
生
活
史
料
集
成
』
城
下
町
篇
豆
、
昭
和
五
十
一
年
、
学
習
研
究
社
)
二
三
九
頁
。
⑳
前
掲
⑳
。
⑳
前
掲
⑳
、
三
八
六
頁
。
@
『
龍
野
市
史
』
第
五
巻
、
二
四
七
頁
。
⑫
前
掲
⑳
。
⑱
円
尾
光
文
書
。
『
龍
野
市
史
』
第
五
巻
、
二
四
七
頁
。
⑭
前
掲
⑳
、
二
三
九
頁
。
⑮
豊
田
武
『
日
本
の
封
建
都
市
』
(
昭
和
二
十
七
年
、
岩
波
全
書
)
一
二
七
頁
。
龍
野
城
下
の
構
造
と
揖
保
川
舟
運
⑯
水
野
恭
一
郎
氏
が
「
城
下
町
に
お
け
る
旅
宿
統
制
-
特
に
岡
山
城
下
の
場
合
に
つ
い
て
ー
」
(昭
和
五
十
八
年
、
『
武
家
社
会
の
歴
史
像
』
国
書
刊
行
会
所
収
)
二
九
三
頁
に
、
「
城
下
町
は
、
そ
れ
が
封
建
領
主
の
居
城
下
の
都
市
で
あ
る
と
い
う
特
殊
な
意
味
を
背
負
わ
さ
れ
て
い
る
限
り
、
市
民
達
の
自
主
性
に
よ
る
都
市
の
自
由
な
る
発
展
は
あ
り
得
ず
、
封
建
領
主
の
厳
し
い
統
制
の
下
に
、
江
戸
時
代
を
通
じ
て
、
多
か
れ
少
な
か
れ
封
鎖
都
市
的
な
性
格
を
脱
す
る
こ
と
は
出
来
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
」
と
述
べ
て
い
る
通
り
で
あ
る
。
⑰
豊
臣
秀
吉
が
宇
治
川
を
伏
見
城
下
へ
迂
回
(
『
京
都
の
歴
史
』
4
、
昭
和
四
十
四
年
、
学
芸
書
林
)
、
岡
山
の
旭
川
河
道
付
け
替
え
(谷
ロ
澄
夫
『
岡
山
藩
政
史
の
研
究
』
、
昭
和
三
十
九
年
、
塙
書
房
)
な
ど
の
例
が
上
げ
ら
れ
る
。
⑱
津
山
の
分
析
は
前
掲
⑳
。
〔
付
記
〕
本
稿
は
修
士
論
文
「
城
下
町
と
河
川
交
通
の
歴
史
地
理
的
管
見
」
を
加
筆
・
修
正
し
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
作
成
に
あ
た
っ
て
は
、
龍
野
市
史
編
集
室
の
方
々
の
御
指
導
を
賜
っ
た
。
拝
謝
申
し
上
げ
る
次
第
で
あ
る
。
(文
学
研
究
科
修
士
課
程
修
了
・
日
本
史
学
専
攻
)
一
五
七

